
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 ふるさと郷育推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

宮田村 

0265-85-2314 

事業区分 （３）教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  1,611,500  円（うち支援金：  1,289,000  円） 

 

①「ふるさと宮田村」全面改訂 

 

②「ふるさと宮田村」をＰＤＦで一

般公開する 

 

※自己評価【 Ａ 】 

【理由】 

・協力していただいた多くの事業所

の皆様に資料提供をいただき素晴

らしい「ふるさと宮田村」を新し

く作成することができたため。 

・宮田村また長野県に多くの方が興

味関心を持っていただけることが

大いに期待できるため。 

【編集委員会の様子】 

  【目標・ねらい】 

 

①4 月に編集委員会を立ち上げ、各々に担当ページ、専

門ページを振り分け、スケジュールを示す中で計画的

に原稿の作成や構成、必要な写真の確保などができ、

予定通り「ふるさと宮田村」を全面改訂することがで

きた。 

また、実際にＰＤＦの物を学校の授業で使用し、改め

て宮田村に興味関心を持ってもらえたと実感した。 

②ＰＤＦデータをホームページに掲載する旨をケーブ

ルテレビで周知してもらった。今後村内外住民や移住

希望者が村や長野県を知り、村や長野県の魅力がさら

に向上し移住促進のきっかけになることを期待する。 

『ふるさと宮田村』改訂に伴う一連の事業 

・令和４年４月：ふるさと宮田村編集委員会の立ち上げ 

・ふるさと宮田村編集委員会：計 4回実施 

・資料収集（撮影や原稿作成修正等含む）       

令和 4年 6月～令和 5年 2月各々編集委員で対応 

・原稿入稿、校正：令和 4年 10月～（出来上がったペ

ージから随時入稿） 

・最終原稿校了：令和 5年 2月 24日 

・副読本ふるさと宮田村の完成納品：令和 5年 3月 3日 

・成果品の教科授業での活用：令和 5年 3月 6日  

・村 HPにおける PDFデータの一般公開 

令和 5年 3月 15日 

 

 

・改訂された「ふるさと宮田村」を小中学校の社会や理科総合の時間などの様々な授業で活用し

宮田村の文化・歴史・産業など学ぶことで、郷土愛を高め、ふるさとを担う豊かな人材を育み

将来的にＵターン人口や定住人口を増加させていきたい。 

・新任教員や転任職員のための地域を学ぶ資料として配布・活用していく。 

・移住定住セミナーなどの際に、ホームページに公開している「ふるさと宮田村」のＰＤＦデー

タを活用し、さらに宮田村また長野県に興味関心を持ってもらえるよう活用していく。 


